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令和７年度当初予算
　令和７年度当初予算の状況については次のとおりです。

令和６年度鳥羽志勢広域連合人事行政の運営等の状況の報告
　人事行政の運営等の状況について、鳥羽志勢広域連合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例
及び地方公務員法に基づき、令和６年度の状況を報告します。
１　職員の任免及び職員数に関する状況（令和 6 年 4 月 1 日現在）
　広域連合の職員は、連合職員と関係市町からの派遣職員で構成されています。

区　分 総務課 介護保険課 環境課 衛生課 合　計
職員数 5　人 15　人 ２　人 ８　人 30　人

※職員数には議会、選挙管理委員会及び監査委員事務局の職員を含む。また、会計年度任用職員（パートタイム）を除く。

種　別 連合職員 フルタイム
会計年度任用職員

派　　遣　　職　　員 合　計志 摩 市 鳥 羽 市 南伊勢町
職員数 9　人 10　人 7　人 ２　人 2　人 30　人

２　職員の人事評価の状況
令和６年度は職員及び会計年度任用職員を対象に、地方公務員法第 23 条の 2 第 1 項に基づく人事
評価を実施しました。

３　職員の給与の状況
①関係市町から派遣されている職員の給与は、一部の手当 ( 時間外勤務手当等 ) を除き派遣元から

直接支給されるため、給与費の相当額を広域連合から派遣元へ負担金として支払われています。

主　な　収　入

主　な　支　出

（単位:千円）

（単位:千円）

歳　入 財産収入 8

分担金及び負担金
1,887,338

使用料及び
手数料
155,041

諸収入　41,506

繰入金　1,000

繰越金　20,000 ○分担金及び負担金
　広域連合を構成する２市１町からの分担金等
〇財 産 収 入
　土地貸付料、基金の利子収入等
○使用料及び手数料
　一般廃棄物処理手数料等
○繰　入　金
　基金から充当する資金
〇繰　越　金
　令和６年度から令和７年度へ繰り越す金額
○諸　収　入
　ごみ処理施設における資源化物引取収入、売電収入等

〇議会費・広域連合議会の運営費
○総務費・総務管理費…一般管理費、財産管理費
　　　　・選挙管理委員会費…選挙管理委員会委員の
　　　　　　　　　　　　　　報酬等
　　　　・監査委員費…監査委員の報酬等
○民生費・介護保険事業の運営費
　　　　（認定調査、介護認定審査会運営）
〇衛生費・中継及び運搬業務費…し尿及び浄化槽汚泥の
　　　　　　　　　　　　　　　収集運搬
　　　　・し尿処理施設費…管理運営するし尿処理施設
　　　　　　　　　　　　　の運営費
　　　　・ごみ処理施設費…管理運営するごみ処理施設
　　　　　　　　　　　　　の運営費
〇公債費・地方債の償還金元金及び利子
〇予備費・予算外の支出に充てる経費

歳　出

歳　出
21億489万3千円

衛生費　1,734,448

民生費
171,434

総務費　85,354

公債費
112,061

議会費　596

予備費　1,000

歳　入
21億489万3千円
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②連合職員の給与費の状況

職員数（Ａ） 給　　　　　与　　　　　費 1人当たり
給与費（Ｂ／Ａ）給　　料 手　　当 一 時 金 計（Ｂ）

20　人 53,430 千円 6,549 千円 20,301 千円 80,280 千円 4,014 千円
※職員手当に退職手当は含みません。

勤 務 時 間 休　憩　時　間 休　　　　日始業時間 終業時間
8時30分 17時15分 12時00分～13時00分 土曜日・日曜日・祝日・12月 29日～ 1月 3日

４　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

一般行政職の級別職員数及び給料表の状況 ( 令和 7年 4月 1日現在 )

区分 標準的な職務内容 職員数
（人）

構成比
（％）

1 号給の
給料月額（円）

最高号給の
給料月額（円）

１級 一般職員（定型的な業務を行う職務） 11 64.7 183,500 258,100
２級 一般職員（特に高度の知識又は経験を必要とする業務を行う職務） 0 0.0 230,000 308,500
３級 主査、主任、一般職員（相当困難な業務を行う主査・主任等の職務） 6 35.3 265,300 354,700
４級 係長職（困難な業務を行う係長の職務） 0 0.0 298,800 386,100
５級 課長補佐職（特に困難な業務を行う課長補佐等の職務） 0 0.0 321,300 398,200
６級 課長職（課長の職務） 0 0.0 355,200 415,700
７級 部長職（部長の職務） 0 0.0 408,300 450,900

（注）1　鳥羽志勢広域連合の給与条例に基づく給与表の級区分による職員数です。
　　 2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

行政文書・保有個人情報開示の実施状況
令和６年度の実施機関別の行政文書・保有個人情報開示請求件数と処理状況をお知らせします。

実施機関 行政文書開示に関する決定の状況 保有個人情報開示に関する決定の状況 不服
申立て公開 部分公開 非公開 不存在 取り下げ 公開 部分公開 非公開 不存在 取り下げ

広 域連合長 ０ ０ 0 0 0 0 1 0 0 0 0
監 査 委 員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
選挙管理委員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
議 会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合　　　計 ０ ０ 0 0 0 0 1 0 0 0 0

７　職員の服務の状況
　　（広域連合職員の年次有給休暇の取得状況）

平均取得日数 15日

９　職員の研修の状況
　①研修機関による研修…ワンステップ研修、契約事務基礎研修等
　②広域連合による研修…新規採用職員研修等

８　職員の退職管理の状況
年度 区分 計

令和６年度 定年退職 １人
自己都合退職 １人

５　職員の休業に関する状況
令和６年度 男 女 計

育児休業の取得者数 １人 １人 ２人

６　職員の分限及び懲戒処分の状況
区　　分 分限の理由 休　　職 計
令和６年度 心身の故障 ２人 ２人

10　職員の福祉及び利益の保護の状況
①公務災害の発生状況…公務災害は１件発生しました。（令和６年７月３日）　
②健康診断の実施状況…健康診断を実施しました。
③公平委員会事務の報告状況…審査請求及び処置要求の申し立てはありませんでした。

11　一般行政職の級別職員数等の状況
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介護保険課からのお知らせ介護保険課からのお知らせ
鳥羽志勢広域連合　介護保険課鳥羽志勢広域連合　介護保険課

鳥羽市・志摩市で要介護認定を受けている方は5,415人です（令和7年３月31日現在）

介護保険課では、鳥羽市・志摩市の介護保険事務のうち
認定調査と介護認定審査会に関する事務を行っています

●介護サービスを利用するには、認定調査を受け、要介護度の認定を受ける必要があります。
●認定調査は自宅や病院・施設等で、ご本人と日頃の様子を知る家族等が同席して、介護の手間が
どれくらいかかっているかについて概況調査と基本調査を行います。調査時間は 1時間程度です。
●概況調査は、生活環境や家族状況、既往歴、現在の介護サービスの状況などについてお聞きします。
●基本調査は、下記の表の内容など 74項目の調査を行います。聞き取りのほか、身体の動きや
起居動作（寝返り、起き上がり、座る、立ち上がる）など、実際に動作を見せていただく調査
もあります。

基 本 調 査 項 目 の 内 容（抜粋）
身体機能・起居動作
（高齢者が生活をしていく上で必要とさ
 れる基本的な生活動作について）

◦手足を自由に動かすことができますか
◦寝返り、起き上がり、立ち上がりができますか
◦何にもつかまらず５ｍ程度歩けますか　　　　　　など

生活機能
（日常の生活動作や活動に関すること）

◦トイレや自室にひとりで移動することができますか
◦排尿、排便をするとき誰かの助けがいりますか
◦自分で歯磨き、洗顔、着替えができますか　　　　など

認知機能
（意思疎通や短期記憶など認知機能に関
 すること）

◦自分の名前や生年月日、年齢が言えますか
◦毎日の日課（起床・就寝・食事など）を理解していますか
◦目的もなく歩き回ることがありますか　　　　　　など

精神・行動障害
（精神症状等や介護への抵抗などについ
て）

◦大声を出したり、感情が不安定になることはありますか
◦話がまとまらず会話にならないことがありますか
◦しつこく同じ話をすることがありますか　　　　　など

社会生活への適応
（社会生活を行う能力や社会生活への適
 応に関すること）

◦お金の管理や収支の把握ができますか
◦着る服など日常生活で自分で意思決定ができますか
◦ご飯を炊いたり電子レンジを使ったりできますか　　など

認定調査について

　認定調査には調査員が伺います。答えにくい内容もあるかと思いますが、調査員は
調査で聞いた内容を他へ漏らすことはありませんので、安心して答えてください。

◦要介護度は介護の手間のかかり具合で判定されます。
◦本人や家族が困っていることを具体的（よく転倒するようになった・
　同じ服を着続け着替えなくなったなど内容と頻度）に伝えてください。
◦また、遠慮をしてできないことを「できる」と言ったり、普段はでき
　ないのに無理をしてそのときだけできてしまったりということがあり
　がちですが、正直に日頃の様子やありのままの状況を伝えてください。

ご協力をお願いします！
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　受け入れたし尿などを処理し、乾燥させて作った資源化肥料「ゆうきいっぱい」（無料）を
当施設でお渡ししています。
　これまで、ご連絡いただいてからお渡しまでに、長い期間お待ちいただいておりました
が、今年度は少しでも早くお渡しできるよう、例年より生産量を増やしています。
　鳥羽市、志摩市、南伊勢町にお住まいで希望される方は、直接窓口にお越しいただくか、
お電話で受け付けをしております。
　１袋15㎏入です。畑や田んぼのほか花壇などでぜひご利用下さい。

鳥羽志勢クリーンセンターからのお願い鳥羽志勢クリーンセンターからのお願い鳥羽志勢クリーンセンターからのお願い

資源化肥料「ゆうきいっぱい」の無料配布について

　鳥羽志勢クリーンセンターでは、鳥羽市、志摩市、南伊勢町から搬入されるし尿や浄化槽
汚泥の処理を行っています。しかし、各家庭などから収集され、当施設に搬入されるし尿な
どに油、紙おむつ、プラスチックなどの不純物が混入していると、適正な処理に支障をきた
す恐れがあります。
　当施設の機能を十分に発揮し、今後も適正な処理を行っていくため、ご注意いただきます
よう、みなさまのご理解とご協力をお願いします。

問い合わせ
鳥羽志勢広域連合　衛生課（鳥羽志勢クリーンセンター）
住所：〒517－0043  三重県鳥羽市白木町247番地10
　☎：0599－25－9850

資源化肥料
「ゆうきいっぱい」
１袋 ： 15kg

▶肥料配布日：平日の９時から16時までの間で配布しています。

放流水 水質検査結果

項　　　　　目 基 準 値
検　　　査　　　結　　　果

令和６年 令和７年
12 月 2 月 6 月 8 月

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量） 10㎎ /ℓ以下 0.5㎎ /ℓ未満 0.5㎎ /ℓ未満 0.5㎎ /ℓ未満 0.5㎎ /ℓ未満

ＣＯＤ（化学的酸素要求量） 20㎎ /ℓ以下 0.5㎎ /ℓ未満 0.5㎎ /ℓ未満 0.6㎎ /ℓ　　 0.5㎎ /ℓ未満

ＳＳ　（浮遊物質量） 10㎎ /ℓ以下 1.0㎎ /ℓ未満 1.0㎎ /ℓ未満 1.0㎎ /ℓ未満 1.0㎎ /ℓ未満

　当施設の水質検査結果については下表のとおりです。
　今後とも、皆さまに安心していただける施設を目指し、維持・管理を行っていきます。

鳥羽志勢クリーンセンターの稼働状況について鳥羽志勢クリーンセンターの稼働状況について

令和６年度 し尿および浄化槽汚泥搬入量
市　町 鳥羽市 志摩市 南伊勢町 合　計

搬　入　量 9,893㎘ 38,492㎘ 4,820㎘ 53,205㎘

　令和６年度については、年間で53,205kℓのし尿や浄化槽汚泥を受け入れ、安全に適正な処
理を行いました。
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可燃ごみについて

資源ごみについて

発 電 量について

【搬入量内訳】
　不燃ごみ 593トン びん 348トン
　プラスチック製容器包装 361トン 雑紙 121トン
　蛍光管・乾電池 33トン 缶 122トン
　ペットボトル 173トン 紙類 674トン
　トレイ類 13トン 混載ごみ 541トン

蒸気の流れ

タービン

発電機排ガス

ボイラ高温の
排ガス

ボイラ・タービンのしくみ

　令和５年度から南伊勢町が加わったことで、
当センターへ搬入される可燃ごみの量は大幅
に増加しましたが、皆さまの継続的なご協力
のおかげで、令和6年度の搬入量は23,665
トンとなり、前年度から約700トン（約３
%）の減少となりました。
　ごみの減量にご協力いただき、誠にありが
とうございます。
 今後も、さらなるごみの減量を目指して、
生ごみの水切りや食品ロスの削減、そして
ごみの分別の徹底にご理解とご協力をお願い
いたします。

搬入量　2,979トン　　搬出量　2,090トン
資源化物売却額合計　24,523,427円

【各市町別搬入量】 （単位 :トン ）

鳥 羽 市
志 摩 市
南伊勢町
合　計

　7,886
14,748
－　

22,634

　6,843
14,138
－　

20,981

　7,064
15,000
－　

22,064

　6,744
14,273
－　

21,017

令和６年度実績

　やまだエコセンターでは、可燃ごみの溶融処理で発生する熱を利用して発電を行っています。
●発電の仕組み：ごみ処理の際に発生する排ガスの熱で蒸気を作り、その蒸気の力でタービンを回して電力
　を生み出します。
●電力の活用：発電した電力は施設内で使用し、余った分は電力
　会社へ売却しています。
今後も、さらなる売
電量の確保に向け、
発電量の維持や節電
に努めてまいります。

R１ R２ R３ R４
　6,613
14,168
2,884
23,665

R６

　発　電　量 7,920,624kWh
　内、売電量 1,306,190kWh
　売電収入額 15,708,918円

令和６年度実績

　6,827
14,490
3,048
24,365

R５

　やまだエコセンターでは、資源ごみのリサ
イクルに力を入れています。
　以下の品目を回収し、再資源化しています。
●不燃ごみ
●びん、缶
●紙類
●プラスチック製容器包装
●ペットボトル
　このうち、紙類や缶類な
どは資源としてリサイクル
業者に売却し、収益を有効
活用しています。

25,000

24,400

23,800

23,200

22,600

22,000

21,400

20,800

可燃ごみ搬入量の推移（トン）

Ｒ１ Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

22,634 
22,064

24,365

23,665

20,981 21,017

Ｒ6

やまだエコセンターからのお知らせやまだエコセンターからのお知らせ

やまだエコセンター 鳥羽志勢広域連合 環境課
☎ 0599－56－0530QRコード

搬入時のお願いについて!!
　ご家庭から出るごみは、原則としてご本人またはご家
族の方が施設まで直接お持ち込みください。
　ごみを持ち込まれた際は、荷下ろしをご自身でお願
いしておりますが、お手伝いが必要な場合は、お気軽に係員にお声がけください。
　その他ごみの持ち込み方法については、やまだエコセンターのホームページに詳しく掲載していま
すので、ホームページ内の「ごみの持込みについてはこちら」をご確認ください。

　事業活動（漁業、養殖業など）に伴って排
出される漁網は、産業廃棄物に分類されるた
め、やまだエコセンターでは処分を受け付け
ておりません。
　近年、漁業を廃業された方から譲り受けた
漁網の処分についてご相談いただくケースが
増えておりますが、漁網は個人利用であって
も産業廃棄物扱いとなり、当センターに持ち
込むことはできません。
　産業廃棄物については、専門の処理業者に
依頼するなど、適切に処分していただきます
ようお願いいたします。ご理解とご協力をお
願いいたします。

　近年、リチウムイオン電池（モバイルバッテリー、充電式家電などに使用
されています）を含む製品が、燃えないゴミや資源ゴミなどの収集物に混入
し、リサイクルセンターや処理施設で発煙・発火するトラブルが全国的に増
加しています。これらの事故は、作業員の安全を脅かすだけでなく、施設の

安定的な操業継続にも大きな影響を与えかねません。
　住民の皆様の安全と、やまだエコセンターの安定操業のため、リチウムイオン電池の分別を徹底し
ていただくよう、あらためてご協力をお願いいたします。
リチウムイオン電池（単体）の正しい処分方法
１、絶縁処理を必ず行う：発火を防ぐため、電極（金属端子）部分をビニールテープなどで覆い、絶
縁処理をしてください。

２、集積場には出さない：火災の原因となりますので、絶対に集積場（ごみステーション）には出さ
ないでください。

３、やまだエコセンターへ持ち込み：絶縁処理をした上で、やまだエコセンターへお持ち込みください。
　ご不明な点がある場合や、処分に迷われた際は、やまだエコセンターまでお気軽にご相談ください。

リチウムイオン電池によるごみ処理中の発火トラブル急増中!!

漁網の搬入について!!
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可燃ごみについて

資源ごみについて

発 電 量について

【搬入量内訳】
　不燃ごみ 593トン びん 348トン
　プラスチック製容器包装 361トン 雑紙 121トン
　蛍光管・乾電池 33トン 缶 122トン
　ペットボトル 173トン 紙類 674トン
　トレイ類 13トン 混載ごみ 541トン

蒸気の流れ

タービン

発電機排ガス

ボイラ高温の
排ガス

ボイラ・タービンのしくみ

　令和５年度から南伊勢町が加わったことで、
当センターへ搬入される可燃ごみの量は大幅
に増加しましたが、皆さまの継続的なご協力
のおかげで、令和6年度の搬入量は23,665
トンとなり、前年度から約700トン（約３
%）の減少となりました。
　ごみの減量にご協力いただき、誠にありが
とうございます。
 今後も、さらなるごみの減量を目指して、
生ごみの水切りや食品ロスの削減、そして
ごみの分別の徹底にご理解とご協力をお願い
いたします。

搬入量　2,979トン　　搬出量　2,090トン
資源化物売却額合計　24,523,427円

【各市町別搬入量】 （単位 :トン ）

鳥 羽 市
志 摩 市
南伊勢町
合　計

　7,886
14,748
－　

22,634

　6,843
14,138
－　

20,981

　7,064
15,000
－　

22,064

　6,744
14,273
－　

21,017

令和６年度実績

　やまだエコセンターでは、可燃ごみの溶融処理で発生する熱を利用して発電を行っています。
●発電の仕組み：ごみ処理の際に発生する排ガスの熱で蒸気を作り、その蒸気の力でタービンを回して電力
　を生み出します。
●電力の活用：発電した電力は施設内で使用し、余った分は電力
　会社へ売却しています。
今後も、さらなる売
電量の確保に向け、
発電量の維持や節電
に努めてまいります。

R１ R２ R３ R４
　6,613
14,168
2,884
23,665

R６

　発　電　量 7,920,624kWh
　内、売電量 1,306,190kWh
　売電収入額 15,708,918円

令和６年度実績

　6,827
14,490
3,048
24,365

R５

　やまだエコセンターでは、資源ごみのリサ
イクルに力を入れています。
　以下の品目を回収し、再資源化しています。
●不燃ごみ
●びん、缶
●紙類
●プラスチック製容器包装
●ペットボトル
　このうち、紙類や缶類な
どは資源としてリサイクル
業者に売却し、収益を有効
活用しています。

25,000

24,400

23,800

23,200

22,600

22,000

21,400

20,800

可燃ごみ搬入量の推移（トン）

Ｒ１ Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

22,634 
22,064

24,365

23,665

20,981 21,017

Ｒ6
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資源保護のために再生紙を使用しています。

編集・発行／鳥羽志勢広域連合

市町名 世帯数 人口（人）

鳥 羽 市 8,130 16,083

志 摩 市 22,294 43,278

南伊勢町 5,400 10,220

合 計 35,824 69,581
（令和７年９月３０日現在）

関係市町の世帯数と人口　穂原地区のシンボルとして地域で大切にされている大銀杏。
『オハツキイチョウ』として町指定文化財（天然記念物）に登録
されています。推定樹齢約 400 年ともいわれ、3 階建ての校舎
よりも大きく生育しています。
　紅葉の時期は夜間のライトアップがあり、日中とはまた違った
姿を見ることも。県外からも多くの写真家が訪れます。例年見頃
は 11 月中旬～下旬頃。
　紅葉の情報などは南伊勢町公式インスタグラム

（@minamiisetown_official）でもお知らせしています。

今号の表紙（旧穂原小学校の大銀杏）

　

令
和
６
年
11
月
26
日
に
第
２
回
鳥
羽
志

勢
広
域
連
合
議
会
定
例
会
が
、
鳥
羽
志
勢

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

審
議
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
可
決
さ
れ
た
議
案

●

令
和
６
年
度
鳥
羽
志
勢
広
域
連
合
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

●
認
定
さ
れ
た
議
案

●

令
和
５
年
度
鳥
羽
志
勢
広
域
連
合
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
２
月
17
日
に
第
１
回
鳥
羽
志

勢
広
域
連
合
議
会
定
例
会
が
、
鳥
羽
志
勢

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

審
議
さ
れ
た
議
案
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
可
決
さ
れ
た
議
案

●

動
産
の
買
入
れ
の
契
約
に
つ
い
て

●

令
和
６
年
度
鳥
羽
志
勢
広
域
連
合 

一

般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て

●

令
和
７
年
度
鳥
羽
志
勢
広
域
連
合 

一

般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
つ
い
て

●
そ
の
他

●

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
損
害
賠

償
の
額
を
定
め
る
こ
と
）

●
選
挙
　
　
　
　
　
　
　（
※
敬
称
略
）

●

鳥
羽
志
勢
広
域
連
合
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　

・
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
　
　
　

濱は
ま

岡お
か　

宏ひ
ろ
と
し俊

　
　
　
　

谷た
に
ざ
き崎　
　

充み
つ
る

　
　
　
　

濵は
ま

口ぐ
ち

か
を
り

　
　
　
　

亀か
め

井い

和わ

か

み
加
美

　

・
同
補
充
員

　
　
　
　

小お
が
わ河　

文ふ
み

子こ

　
　
　
　

石い
し

野の　

國く
に

昭あ
き

　
　
　
　

西に
し

尾お　

重し
げ
あ
き昭

　
　
　
　

南み
な
み　
　

智と
も

子こ

　

令
和
７
年
５
月
26
日
に
第
１
回
鳥
羽
志

勢
広
域
連
合
議
会
臨
時
会
が
、
鳥
羽
志
勢

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
議
案
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
可
決
さ
れ
た
議
案

●

令
和
７
年
度
鳥
羽
志
勢
広
域
連
合 

一

般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

●
同
意
さ
れ
た
議
案　
　（
※
敬
称
略
）

●

鳥
羽
志
勢
広
域
連
合 

副
広
域
連
合
長

の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
　
　
　

小こ

竹た
け　
　

篤あ
つ
し（
鳥
羽
市
）

●

鳥
羽
志
勢
広
域
連
合
監
査
委
員
の
選
任

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　

中な
か
む
ら村　

徳の
り
ひ
さ久

●
そ
の
他
　
　
　
　
　
　（
※
敬
称
略
）

●

鳥
羽
志
勢
広
域
連
合 

議
会
運
営
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　

世せ

こ古　

雅ま
さ
ひ
と人

（
鳥
羽
市
）

　
　
　
　

瀬せ

﨑さ
き　

伸し
ん
い
ち一

（
鳥
羽
市
）

●
選
挙
　
　
　
　
　
　
　（
※
敬
称
略
）

●

鳥
羽
志
勢
広
域
連
合 

議
会
副
議
長
の

選
挙
に
つ
い
て

　
　
　
　

南み
な
み
が
わ川　

則の
り
ゆ
き之
（
鳥
羽
市
）

令
和
７
年　

第
１
回　

定
例
会

令
和
７
年　

第
１
回　

臨
時
会

令
和
６
年　

第
２
回　

定
例
会
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